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（
業
務
へ
の
協
力
）

第
五
十
四
条

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
業
務
の
実
施
に
関
し
機
構
か
ら

必
要
な
協
力
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章

雑
則

第
五
十
五
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る

こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
五
章

罰
則

第
五
十
六
条

都
道
府
県
機
構
の
役
員
又
は
職
員
が
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
業
務
（
政
令
で
定
め

る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
職
務
に
関
し
、
賄
賂
を
収
受
し
、
又
は
そ
の
要
求
若
し
く
は
約
束
を
し
た
と
き
は
、
二

年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。

第
五
十
七
条

第
十
四
条
、
第
二
十
四
条
又
は
第
四
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以

下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
五
十
八
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
機
構
の
役
員
又
は
職
員
は
、

三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
四
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
な
い
で
、農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
業
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
。

二

第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ

る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

第
五
十
九
条

第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
情
報
を
同
項
に
定
め
る
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
利

用
し
、
又
は
提
供
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

（
農
地
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
農
業
生
産
法
人
」
を
「
農
地
所
有
適
格
法
人
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
七
十
二
条
の

八
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
七
十
二
条
の
十
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
か
ら
チ
ま
で
以
外
の
部
分

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

そ
の
法
人
が
、
株
式
会
社
に
あ
つ
て
は
次
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
株
主
の
有
す
る
議
決
権
の
合
計
が
総
株

主
の
議
決
権
の
過
半
を
、
持
分
会
社
に
あ
つ
て
は
次
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
社
員
の
数
が
社
員
の
総
数
の
過

半
を
占
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
条
第
三
項
第
二
号
イ
中
「
構
成
員
」
を
「
株
主
又
は
社
員
」
に
改
め
、
同
号
中
チ
を
削
り
、
ト
を
チ
と
し
、

同
号
ヘ
中「（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）」及
び「（
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
農
地
中
間
管
理
機
構
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
号

ヘ
を
同
号
ト
と
し
、
同
号
中
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

そ
の
法
人
に
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
又
は
賃
借
権
に
基
づ
く
使
用
及
び

収
益
を
さ
せ
て
い
る
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第

六
十
五
号
）
第
十
一
条
の
十
四
に
規
定
す
る
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
農
地

中
間
管
理
機
構
（
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
条

第
四
項
に
規
定
す
る
農
地
中
間
管
理
機
構
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
当
該
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て

使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
又
は
賃
借
権
を
設
定
し
て
い
る
個
人

第
二
条
第
三
項
第
三
号
中
「
構
成
員
」
の
下
に「（
農
事
組
合
法
人
に
あ
つ
て
は
組
合
員
、
株
式
会
社
に
あ
つ
て
は

株
主
、
持
分
会
社
に
あ
つ
て
は
社
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、「
以
下
こ
の
号
」
を
「
次
号
」
に
、「
占
め
、

か
つ
、
そ
の
過
半
を
占
め
る
理
事
等
の
過
半
数
の
者
が
、
そ
の
法
人
の
行
う
農
業
に
必
要
な
農
作
業
に
農
林
水
産
省

令
で
定
め
る
日
数
以
上
従
事
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
を
「
占
め
て
い
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

四

そ
の
法
人
の
理
事
等
又
は
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
使
用
人
（
い
ず
れ
も
常
時
従
事
者
に
限
る
。）の
う
ち
、

一
人
以
上
の
者
が
そ
の
法
人
の
行
う
農
業
に
必
要
な
農
作
業
に
一
年
間
に
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
日
数
以
上

従
事
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
条
第
四
項
中
「
法
人
の
構
成
員
に
つ
き
」
を
「
前
項
第
二
号
ホ
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
十
三
号
中「（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
十
一
条
の
十
四
に
規
定
す
る
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、「（
同
法
」
を「（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

た
だ
し
書
中
「
第
十
一
条
の
三
十
一
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
の
五
十
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
及
び
第
四
号
中
「
農
業
生
産
法
人
」
を
「
農
地
所
有
適
格
法
人
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中「
第
二
条
第
二
項
」

を
「
第
二
条
第
二
項
各
号
」
に
、「
農
業
生
産
法
人
」
を
「
農
地
所
有
適
格
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
三
号
中

「
の
う
ち
」
を
「
又
は
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
使
用
人
（
次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
業
務
執
行
役
員
等
」

と
い
う
。）の
う
ち
、」に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
業
務
を
執
行
す
る
役
員
」
を
「
業
務
執
行
役
員
等
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、」を
削
り
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第

六
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に
、「
都
道
府
県
知
事
等
が
前
項
の
協
議
を
成
立
さ
せ
よ
う
」を「
農

業
委
員
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
よ
う
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条

第
八
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

都
道
府
県
知
事
等
は
、
前
項
の
協
議
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
農
業
委
員
会
の
意
見

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
中
第
四
項
を
第
七
項
と
し
、
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え

る
。

２

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
農
業
委
員
会
を
経
由
し
て
、都
道
府
県
知
事
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

農
業
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
期
間
内

に
、
当
該
申
請
書
に
意
見
を
付
し
て
、
都
道
府
県
知
事
等
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

農
業
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
と
き
（
同
項
の
申
請
書
が
同
一
の
事
業
の
目

的
に
供
す
る
た
め
三
十
ア
ー
ル
を
超
え
る
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
行
為
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
に
限

る
。）は
、
あ
ら
か
じ
め
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
四
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
機
構
（
以
下
「
都
道
府
県
機
構
」
と
い
う
。）の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

５

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
農
業
委
員
会
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
た
め
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
機
構
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、」を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
前
条
第

二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
申
請
書
が
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
書
が
、
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の

に
す
る
た
め
又
は
採
草
放
牧
地
を
採
草
放
牧
地
以
外
の
も
の
（
農
地
を
除
く
。）に
す
る
た
め
こ
れ
ら
の
土
地
に
つ

い
て
第
三
条
第
一
項
本
文
に
掲
げ
る
権
利
を
取
得
す
る
行
為
で
あ
つ
て
、」と
、「
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る

行
為
」
と
あ
る
の
は「
農
地
又
は
そ
の
農
地
と
併
せ
て
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
権
利
を
取
得
す
る
も
の
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
第
五
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
前
条
第
九
項
及
び
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
項
中
「
準
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
、「
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

四
項
中
「
申
請
書
が
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
書
が
、
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
た
め
又
は
採
草
放
牧
地
を

採
草
放
牧
地
以
外
の
も
の
（
農
地
を
除
く
。）に
す
る
た
め
こ
れ
ら
の
土
地
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
本
文
に
掲
げ

る
権
利
を
取
得
す
る
行
為
で
あ
つ
て
、」と
、「
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
行
為
」
と
あ
る
の
は
「
農
地
又
は

そ
の
農
地
と
併
せ
て
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
権
利
を
取
得
す
る
も
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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